調査結果の概要

（平成１３年７月２９日執行参議院議員選挙）

１  選挙別投票行動

  年代別投票行動を概観すると、いずれの選挙でも21～24歳が最も低く、年齢とともに徐々に高くなりながら、60歳代後半で最も高くなり、70歳以上ではまた低くなるという傾向がみられる。

平均実投票率53.27％と比較してみると、20歳代、30歳代は平均以下であるが、40歳代以上では、各年代で平均を超えている。20 歳の投票率は、各選挙とも21～24歳より高く、今回の参議院議員選挙でもその差は4.58ポイントとなっている。

30歳代の投票率は43.18％で、平均実投票率より10.09ポイント下回り、6月に実施した都議会議員選挙に引き続き10ポイント以上下回った。

２  男女別投票行動

今回の参議院議員選挙において、21～24歳の男女の投票率は、男性が29.96％、女性が28.55％となり、男性が1.41ポイント上回った。これは昭和58年の衆議院議員選挙以来のことである。

また、20歳、20歳代後半及び30歳代の投票率の較差も、女性が上回っているものの、前回平成10年の参議院議員選挙に比べその差が縮まっている。

なお、60歳代前半においても、平成11年の統一地方選以来女性が上回っていたが、今回は男性が0.97ポイント上回った。

３  区市郡島別投票行動

区部及び市部の年代別投票行動は、どの選挙でも見られる傾向を示している。島部の年代別投票行動は、20歳代、30歳代の投票率が都内のほかの地域と比べ、最も高くなっている。しかし、島部の40歳代以降の投票率は最も低くなっている。そのため、島部では、最も投票率が低い年代（20歳代前半）と最も高い年代（60歳代前半）との差が32.85ポイントと小さくなっている。（区部：45.34、市部：44.18、郡部：40.02）

４  区部地域別投票行動

区部各地域の年代別投票行動に際立った特徴は見られないが、都心の20歳～50歳代までの投票率は、他の地域に比べて最も高くなっている。

一方、21～34歳までの若年層の投票率は、城西地域が都議会議員選挙に引き続き最も低くなった。
